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セミナー

知らないと損する？
ナッジで進める３Rと脱炭素

食ロス２割削減（Y市） 広報SNS閲覧数が10倍以上に増加（K市）

2023 / ７/28（金）13:15～日時

開催方法
・
定員

ハイブリッド開催

・WEB Zoom Webinars
・会場 AP東京八重洲

定員500名

定員50名(先着順)

参加費

講師

植竹 香織

東京大学文学部卒業、英国University 
College London大学院修了。横浜市
役所で温暖化対策に従事。ナッジ活
用のプロジェクト企画や研修、コン
サルティングに携わり、ポリシー
ナッジデザイン合同会社を設立。国
内外のナッジユニットや企業と連携
し、社会の最前線でナッジ活用をサ
ポートなどで活躍。

池本 忠弘

2007年、東京大学大学院理学系研究
科博士課程修了。博士（理学）。同
年環境省入省。2014年、ハーバード
公衆衛生大学院公衆衛生学修士課程
修了。2015年、ハーバードケネディ
行政大学院行政学修士課程修了。日
本版ナッジ・ユニットBESTの創設
者であり、著書には『ナッジ・行動
インサイトガイドブック』や
『EBPM エビデンスに基づく政策形
成の導入と実践』がある。

詳細は、裏面をご参照ください。

会員（正会員・学生会員・市民会員）：3,000 円
賛助会員：5,000円
非会員：8,000 円
自治体参加者：無料

「一人ひとりの自発的な行動をそっと後押しする」手法を

行動経済学では「ナッジ」と言い、最近では様々な取組みに活用されています。

そして、「ナッジ」のちょっとした工夫で、実際に以下のような効果が得られています。

本セミナーでは、廃棄物資源循環分野における３Ｒや脱炭素等の課題に対して、「ナッジ

を有効な手段として活用ができないか」、「どのように活用したらよいか」、ナッジの基

礎から具体的応用事例まで、知らないと損する情報をご紹介します。

Kaori Uetake Tadahiro Ikemoto



一般社団法人

廃棄物資源循環学会
〒108-0014
東京都港区芝5-1-9 豊前屋ビル5F
TEL:03-3769-5099
E-mail：jimu@jsmcwm.or.jp

13:15 開会挨拶 大迫政浩
(一社)廃棄物資源循環学会 会長
(国研)国立環境研究所 資源循環領域 領域長

13:20 基調講演 『ナッジ入門～概要と活用の考え方～』

植竹香織 ポリシーナッジデザイン合同会社 代表

『日本版ナッジ・ユニットおよび環境省の取組』

池本忠弘 環境省 大臣官房総合政策課
企画評価・政策プロモーション室
ナッジ戦略企画官

14:20 質疑応答

14:30 休憩（10分）

14:40 事例紹介 『ナッジを活用した外食時の食品ロス削減』

小松洋史 横浜市 資源循環局 ３Ｒ推進課

『ナッジを活用した分別率向上の取組』

吉田哲郎 川崎市 環境局環境総合研究所
国際連携・研究推進担当 担当課長

『マインドシフトを促す事業所でのナッジ活用術』

橋本岳 (株)エックス都市研究所
環境エンジニアリング事業本部

『大規模イベント会場における食品ロス削減実証』

定塚達郎 楽天ｸﾞﾙｰﾌﾟ(株) ｺﾏｰｽｶﾝﾊﾟﾆｰ地域共生事業
共創事業推進部 地域共創課 ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ第1ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ﾏﾈｰｼﾞｬｰ

パネルディスカッション

コーディネーター：横尾英史
一橋大学大学院 経済学研究科 准教授

消費者や企業の行動変容に注目して環境政策の形成
を研究。日本版ナッジ・ユニット(BEST)連絡会議委
員。環境経済・政策学会理事。

16:55 閉会挨拶 豊口敏之
持続可能社会推進コンサルタント協会
副会長

司会・進行：(株)環境管理センター 長谷川 亮

一般社団法人 廃棄物資源循環学会

- プログラム -

申
込
方
法

事務手続き上、参加申込は6月26日
（月）からとなります。詳しくは学
会HPをご覧ください。
URL：https://jsmcwm.or.jp




